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ーを拡大する手段であると指摘されてきた（Jaakson 1996；Palmer 2006；Gorsuch and 









連と同様に social tourism が主であったが，ソ連と異なり市場経済の芽があったため market 




を出している歴史学者 Ann Gorsuch と Diane Koenker らの言及と同様である（Gorsuch and 
Koenker 2006；Koenker 2009）．なお，ソ連でエリートの一部が行っていた西ヨーロッパ
への海外旅行もあるが，これはただ単に地理的に国境をこえるのではなく，資本主義社会




                                                                                                                                                     
の省略形（研究社露和辞典 1988）．その集団が生産手段を所有・管理した農業協同組合であっ







で 1992 年からロシア文化省副大臣も務めた Azar は，1972 年に『ソ連の勤労者の休暇』を
（Azar 1972），1980 年には著名な地理学者の Preobrajenskiy は Krivosheev と共著で『ソ
連のレクリエーション・システムの地理』を執筆した（Preobrajenskiy and Krivosheev 1980）．




医者で転地療養学（クロールトロギー）を専門とする Kozlov の書籍があげられる（Kozlov 


















































































































































































































































































































引きずられる Tourism ではなく，日本語の「観光」の言葉を使用する． 
 キルギス語に Turizm が導入されたのは帝政ロシアに併合されてからであるが，観光に類











 ロシア語においても「Turizm」という言葉が使われるが，それは 19 世紀末にヨーロッパ
からもたらされた外来語である（Doljenko and Savenkova 2011）．帝政時代を通して「観光
はスポーツである Turizm-eto sport」という概念で語られ，同様にソ連時代でも「Turizm」は
登山（Alpinizm）やスキー観光（Lyjnyi Turizm），セーリング観光（Parusnyi turizm）の自発
的なものに限定して使われた（Azar 1972；Preobrajenskiy and Krivosheev 1980；Doljenko 
1988）．そのため，ソ連時代の海外旅行や国内旅行には，旅や旅行（Poezdka，Puteshestvie），
エクスカーション Ekskursiya 等の言葉が使われ，温泉クロールトに行くこと等は治療（ロシ
ア語 Lechenie；キルギス語 Daaryloo）に行くとか，休暇（ロシア語 Otdyh；キルギス語 Es aluu）
をするという言葉が使われた（Azar 1972；Preobrajenskiy and Krivosheev 1980；Doljenko 






















































Palmer 2007；Palmer 2009；Kantarci 2006；Kantarci 2007a；Kantarci 2007b；Thompson 
2004），社会体制転換に伴う観光訓練機関の未整備が主張されてきた（Baum  2007）．
Schofield（2004）は資本主義化以降のキルギスではヘルス&レクリエーションツーリズム






































観光の享受の点でも格差が広がった．そこで第 3 章では，87 人のキルギス国民にインタビ
ュー調査を行い，ソ連時代と資本主義化以降それぞれの社会階層と階層ごとの観光経験を
分析する．なお，ソ連時代については，国民の生活が安定し，観光が多かったと推測され
る 1977-82 年の黄金時代（ダダバエフ 2010）を対象とした． 
 第 4 章では，まず，第 3 章の結果を基に，社会階層間の移動と観光との組合せを指標に
キルギス国民を類型化する．この各類型の中からライフヒストリー調査の最適な対象者を 1
人ずつ選択する．社会階層間の移動類型の代表者としてソ連時代経験者のキルギス国民（本
論文の No1．インタビュー対象者である A 氏：1952 年生まれキルギス人男生，医者・年金
受給者；本論文の No2．インタビュー対象者である B 氏：1951 年生まれキルギス人男性，




 第 5 章では，第 4 章のライフヒストリー分析結果を通して，主として以下の 4 点を明ら
かにする（表 1-1）． 






















表 1-1 本論文の分析視点 












































 本論文で分析する 1 次資料は以下の通りである．第 3 章で用いた資料は，2013 年 8 月，
2014 年 8 月，2014 年 10 月にキルギスの 3 カ所の温泉クロールト・湖畔リゾートで実施し
たインタビュー調査から得られたものである．3 カ所とは，①1891 年に帝政ロシア政府に
よって開設され，ソ連時代には労働組合管理の温泉クロールト施設となったイシック・ア
タ（首都ビシュケクから 60km，写真 3-1），②1979 年開設の共産党幹部専用温泉クロールト
施設であるオーロラ（イシック・クル湖畔，写真 3-2），③2006 年開設の富裕層向けカルヴ










図 1-1 インタビューを実施した温泉クロールト・湖畔リゾートの位置 
 
 第 4 章で用いる資料は，上記のインタビュー対象者の中から抽出した，ソ連時代を経験
した 3 氏（A 氏，B 氏，C 氏）のライフヒストリーである．調査場所は 3 人の自宅と職場で
あり，調査期間は 2014 年 8 月，2014 年 10 月，2016 年 5 月-8 月，2017 年 6 月-8 月である．
具体的に，A 氏に対しては 2014 年 8 月にイシック・アタ温泉クロールト，首都ビシュケク
の自宅および職場でのインタビュー調査に加え，2016 年 7 月の草原観光と 8 月のイシック・
クル湖観光に同行した．B 氏には 2014 年 8 月にカルヴェン別荘地と首都ビシュケクの職場
でのインタビュー調査のほかに，2016 年 5 月と 6 月のハンティング同年 8 月の乗馬ツアー
で同行調査を行った．そして，C 氏には 2014 年 8 月にイシック・アタクロールでのインタ
ビュー調査に加え，2016 年 7 月に F 州 B 村の自宅および草原観光の同行調査を行った．こ
のほかに，スカイプや Watsapp 等を用いて 3 氏に対して遠隔のインタビュー調査を行った．
また，これら 3 氏のライフヒストリーを補足・補正するために，上記 87 人へのインタビュ
ーと，ソ連時代にキルギスの観光連盟協会会長，工場の部門長，大学教授，コルホーズ労
働者，店員であった 5 人にもライフヒストリー調査を行った．ライフヒストリー調査対象
の調査期間は彼らの誕生から 2018 年までである． 
 
3. インタビュー方法と内容 
 キルギス国民に対する調査の対象者 87 人は 2013 年-2016 年の調査時点で 30 代が 5 人，
40 代が 6 人，50 代が 15 人，60 代が 46 人，70 代が 15 人であり，いずれもソ連時代を経験
している．そしてインタビュー対象者の民族構成および在住情況は表 1-2 で示しているよう
に，首都ビシュケク在住が調査対象者 87 人中 73 人であり，ビシュケク在住者の内キルギ




中 14 人であり，その内キルギス人が 11 人で，ロシア人が 3 人である（表 1-2）． 
 
表 1-2 インタビューと回答者の概要 
 
 











































































No. 性別 年齢 民族 居住地 職業（現在） 実施場所 実施年 月収額（US$）
1 男 64 キルギス ビシュケク 医者・年金受給者 イシック・アタ 2013 500未満
2 男 65 キルギス ビシュケク 化学会社・金融会社経営者 カルヴェン 2014 3000以上
3 男 60 キルギス ビシュケク 年金受給者・農民 イシック・アタ 2014 500未満
4 男 59 キルギス ビシュケク 公務員 カルヴェン 2013 500～3000迄
5 男 76 ロシア ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2013 500未満
6 男 74 ロシア ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2013 500未満
7 女 66 ロシア ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2013 500未満
8 女 63 ロシア ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2013 500未満
9 女 75 キルギス コチュコル 農民・牧畜 イシック・アタ 2013 500未満
10 女 41 ロシア ビシュケク 市議員・貿易ビジネス オーロラ 2014 3000以上
11 男 74 キルギス ビシュケク 大学の先生 イシック・アタ 2013 500未満
12 女 52 キルギス ビシュケク 医療クリニック経営者 カルヴェン 2014 3000以上
13 女 67 キルギス アト・バシ 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満
14 女 63 キルギス ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2013 500未満
15 女 59 キルギス ビシュケク バザールビジネス経営者 オーロラ 2014 500～3000迄
16 女 71 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
17 男 61 キルギス ビシュケク タクシー運転手 イシック・アタ 2013 500未満
18 女 61 キルギス ビシュケク バザールビジネス経営者 オーロラ 2014 500～3000迄
19 女 35 ロシア ビシュケク 公務員 オーロラ 2014 500～3000迄
20 女 32 キルギス ビシュケク 国際機関部長 オーロラ 2014 500～3000迄
21 男 38 キルギス ビシュケク 衛星テレビ局スタッフ オーロラ 2014 500未満
22 男 33 キルギス ビシュケク 観光会社経営者 オーロラ 2014 3000以上
23 男 34 ロシア ビシュケク ミクロ金融会社副社長 オーロラ 2013 500～3000迄
24 男 50 ロシア イシック・クル エンジニア オーロラ 2013 500未満
25 女 55 キルギス ビシュケク 建築ビジネス オーロラ 2013 500未満
26 男 65 キルギス ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2013 500未満
27 男 56 キルギス コチュコル 学校の先生 イシック・アタ 2013 500未満
28 女 76 キルギス イシック・クル 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
29 男 47 キルギス ビシュケク 銀行経営者 オーロラ 2014 3000以上
30 男 76 ロシア イシック・クル 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
31 女 75 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
32 女 52 ロシア ビシュケク 公務員 オーロラ 2014 500～3000迄
33 女 65 ロシア ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
34 男 56 カザフ ビシュケク バザールビジネス経営者 オーロラ 2014 500～3000迄
35 女 45 キルギス ビシュケク 国際学校の先生 オーロラ 2014 500未満
36 女 75 キルギス オシ 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
37 男 55 キルギス ビシュケク 外交使節団 オーロラ 2014 500未満
38 男 73 キルギス タラス 年金受給者 オーロラ 2013 500未満
39 女 76 キルギス タラス 年金受給者 オーロラ 2013 500未満
40 女 43 キルギス ビシュケク 大学スタッフ オーロラ 2013 500未満
41 男 44 キルギス ビシュケク バザールビジネス経営者 オーロラ 2013 500～3000迄
42 女 67 ロシア ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2013 500未満
43 女 63 キルギス イシック・クル 年金受給者 イシック・アタ 2013 500未満
44 男 73 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2013 500未満
45 女 53 キルギス ビシュケク 大統領行政部長 オーロラ 2013 500～3000迄
46 女 52 キルギス ビシュケク バザールビジネス経営者 オーロラ 2014 500～3000迄
47 女 65 キルギス アト・バシ 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
48 男 67 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
49 男 63 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
50 男 67 キルギス ビシュケク 公務員 オーロラ 2014 500～3000迄
51 男 62 キルギス ビシュケク 農業 オーロラ 2014 500未満
52 女 60 キルギス ビシュケク 婦人科医 オーロラ 2014 500未満
53 男 68 キルギス ビシュケク ジャーナリスト オーロラ 2014 500未満
54 男 65 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
55 男 65 キルギス ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満
56 男 64 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
57 男 63 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
58 女 65 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
59 女 67 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
60 女 67 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
61 女 65 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
62 女 65 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
63 女 63 キルギス ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満
64 女 64 キルギス ビシュケク 洋服店経営者 イシック・アタ 2014 500～3000迄
65 女 65 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
66 男 67 キルギス ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満
67 女 75 ロシア ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満
68 男 68 キルギス ビシュケク 運転手 イシック・アタ 2014 500未満
69 女 69 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
70 女 65 キルギス ビシュケク 洋服店経営者 オーロラ 2014 500～3000迄
71 男 66 キルギス ビシュケク 運転手 イシック・アタ 2014 500未満
72 女 66 キルギス ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
73 女 62 キルギス ナリン 農民・牧畜 イシック・アタ 2014 500未満
74 女 65 キルギス ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満
75 男 65 キルギス ビシュケク 大学の先生 オーロラ 2014 500未満
76 男 64 キルギス ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満
77 男 64 キルギス ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満
78 女 63 キルギス オシ 乳製品ビジネス経営者 イシック・アタ 2014 500～3000迄
79 男 65 キルギス ビシュケク 薬局経営者 オーロラ 2014 3000以上
80 女 67 キルギス ビシュケク バザールビジネス経営者 オーロラ 2014 3000以上
81 男 53 キルギス ビシュケク 国立銀行・発掘会社社長 カルヴェン 2014 3000以上
82 男 55 ロシア ビシュケク レストラン経営者 カルヴェン 2014 3000以上
83 男 52 ロシア ビシュケク 繊維工場専務理事 カルヴェン 2014 500～3000迄
84 女 50 カザフ ビシュケク 金融会社副社長 カルヴェン 2014 500～3000迄
85 女 76 カザフ ビシュケク 年金受給者 オーロラ 2014 500未満
86 女 75 ロシア ビシュケク 年金受給者 イシック・アタ 2014 500未満











































表 1-4 ライフヒストリー分析の併用資料と調査対象者の関係 
資料名 資料の活用法 
ライフヒストリー調査対象者 

























  注：〇は「ある」を示し，□は「一部ある」を示す． 
 
前だけでなく，地位または役職も記されている．送り先が職場の割合は（カッコ内は送り
先職場に占める上司の割合），社会主義時代が 40%（60%），1991 年の資本主義化から 2005































に旅が普及し始めたのは後述するように 18 世紀末である． 
ピョートル大帝主導のもと建設中のサンクト・ペテルブルグの様相がドイツの外交官










営する Veniamin Gensh によって新聞紙上で募集された「よその地域への旅行計画（Plan 
predprinimaemogo puteshestviya v chujie kraya，sochinyonnyi po trebovaniyu nekotoryh osob 
soderjatelem  blagorodnogo pansiona Venjiaminom Genshem）」である．これは上記の貴族によ
る自己啓発旅行を若者に適用したものであり，まだ「観光」という言葉は使用されていな


















ロシアは 1780 年代以降クリミア半島からコーカサス地方にかけて進出し，1859 年までに







人山岳クラブによって行われた旅は 252 日間であった（Usyskin 2000）． 
 
b) 「Tourism」の登場 
1885 年にペテルブルグ在住外国人 Leopold Lipson によって，海外旅行を扱うロシア初の








Tourism という言葉がロシア語に登場したのは 19 世紀末である．そのきっかけとなった





みである（Turizm-eto sport・・・ uristom mojet byt tolko lyubitel，ne poteryavshiy sposobnosti lyubit 
prirodu・・・省略）」と記した（Usyskin 2000）ことから，ソ連時代に観光が登山をはじめ
とする自発的なものに限定して使われた遠因となったと考えられる． 
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自転車旅行者協会は 1901 年にロシア観光者協会（Rossiyskoe obshestvo turistov）に改名さ




































ケメリ温泉が誕生した（Rossyiskiy 1923；Azar 1972；Kozlov 1973；Vlasovほか 1962；
























 19 世紀半ばの帝政ロシアによる支配以前までキルギス人は遊牧民であった．夏（5 月半

























2009）．キルギス人は貧富や老若男女を問わず 4 月から 10 月にかけてこれらの聖地へ出か
け，祈願や羊の奉納（直会・宴会），入浴や湯治を行なった．帝政ロシアの影響下に入ると，
ロシア人探検家テンシャンスキーがヨーロッパ人として初めて 1856 年にテンシャン山脈を





1926；Aleksandrov 1931；Mysovskiy 1931；Plotnikov and Prokopenko 1937；Volskiy 1950）．
同様に，鉄道公社や赤十字，地方自治体もマラリアのない山や渓谷に衛生施設を，温泉や
湖や泥が存在する場所には温泉施設を建設した．キルギスではジェティ･オグズ温泉クロー















脈への登山（Voennyi Pohod）である（Gashuk and Vukolov 1983）．1928 年には赤軍参謀本
部内に軍事観光ビューロー（Voenno-turisticheskoe byuro）が設立され，1935 年制定の法令に
より観光の組織的な実行を目的として「観光と登山部門（Otdel turizma i alpinizma）」に改名
























活用されたが，1938 年のクルィリェーンコ粛清や 1941 年の第二次世界大戦への参戦もあっ
て，ソ連の観光は一時的に停滞することになる． 
上記のプロレタリア向けの観光のほかに，1930 年代は第 2 章 1 節 1 項 c）で述べたダーチ
ャの建設が進んだ時期でもあった．帝政時代の旧ロシアインテリ層は，1905-1907 年の民主





た（Gorsuch and Koenker 2006，Ganskiy and Andreichik 2014，Putrik 2014）．当時の労働組
合も幅広く観光を提供することがなく，週末に開催する労働者の市外への集団旅行や，博物館へ
の遠足だけに限られていた（Gorsuch and Koenker 2006）． 
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化革命家でもあったが，ボリシェビキ革命後の 1918-19 年に大多数が死亡し，1922 年にも
部分的に国から強制追放されたため，科学・文化・芸術のインテリ層が 1 万 7 千人減少し
たという（Belovinskiy 2015）．しかし，ソ連政府は西ヨーロッパと良い関係を築くため，





















ソ連から約 56 万人が社会主義国だけでなく，資本主義国を含む 61 カ国に観光目的で訪問




















ポーツ協会によって改変され，従来の 3 段階の上に「観光マスター」が設定された． 




























図 2-1 ソ連時代の観光管理機関（1962年以降） 























































 1964 年から 1982 年までのブレジネフ時代は，住宅供給が全国に行きわたり，政治的な圧
力も比較的少なく，国民の多くが現在もなお肯定的に評価する時代である16．国内観光が発
展し，観光産業従事者も増加し，人材育成が必要になったことで，1960 年代には観光教育









































表 2-1 ソ連における計画的に整備された休暇施設（1970年-1980年代） 
 




























































海・湖畔，森林・山間部，町 × × 1日～ × × 一部自炊
船乗りや谷・森林・山間
エクスカーション
登山キャンプ 山間部 一部要 × １日～ × × 一部自炊 登山，散策
休暇ベース 海・湖畔，森林・山間部 × × 1日～ × × 一部自炊 登山，散策
狩猟と漁師のベース 海・湖畔，森林・山間部 × × 1日～１カ月 × × 自炊 狩猟と魚釣り
子供観光・エクスカーション
ベース





農村学校内 一部要 × １日から × × 一部自炊 農村にて3時間労働と休暇




山岳部 × × 1日～ × × 一部自炊 登山，散策
















































るため，1960 年代から 1970 年後半にかけて自発的休暇施設が増加したと考えられる（表
2-2）． 
 
表 2-2 ソ連における休暇施設数（1913-1976 年） 
 
 










60 1838 1107 2070 2178 2106 2230 2318 2350 2345
休暇ホーム及び休暇
パンシオナット
― 1270 516 891 939 887 889 1073 1124 1170
休暇ベース ― ― ― ― ― ― 3113 3345 5079 5446
観光ベース ― ― ― 67 ― ― 450 592 943 954
計 60 3108 1623 3028 3117 2993 6682 7328 9496 9915
注：“―”はデータ無し




また，図 2-1 中の管理者が観光クラブ21を増やし，1975 年の 6 万カ所から 1985 年には 9
万カ所に増加したことも自発的休暇の発展理由に挙げられる．さらに，1967 年に労働条件





1976 年のソ連内のレクリエーションゾーンを 4 ゾーンに分け，そこからさらに 20 地域に区
分した．表 2-3 で示している通り，それぞれのゾーンは機能，対象者および開発レベルが異
なり，機能には治療，保養，観光，エクスカーションがある．たとえば，第 1 ゾーンは全
ソ連レベルの観光ルートの 50%，サナトリウムの 40%，パンシオナットと休暇ホームの 30％，













の 3 分の 2 が住んでいる地域が含まれるエクスカーション・保養地域が分類される．開発
レベルの中レベルはロシア中央とロシア北西地域であり，ダーチャや，サナトリム，休暇
ホーム，子どもキャンプ等が多く立地する（Preobrajenskiy and Krivosheev 1980）．ダーチ
ャはフィンランド湾沿岸のカレリア地峡沿いにも集中しているため，レニングラード地域
もクロールトゾーンに含まれる（Preobrajenskiy and Krivosheev 1980）．そのほかに，温泉・
海岸クロールトの集中はみられないが，代表的な治療・保養地域はパランガ海岸クロール
トを含むバルト海岸部のユルマラクロールトや，カルパチア山脈麓のトゥルスカヴェッツ
やビルシュトナス温泉クロールトである（Mironenko and Tverdohlebov 1981）． 
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クメニスタンのバイラム・アリ山間クロールト等が含まれる（Preobrajenskiy and Krivosheev 





















オデッサ 保養 近隣地域向け 中
アゾフ海沿岸 保養 近隣地域向け 低











ボルガ エクスカーション・保養 近隣地域向け・地元住民向け 中






オブスク・アルタイ 保養・治療 地元住民向け 低
エニセイ 保養・治療 地元住民向け 低
バイカル湖湖畔 保養・治療 近隣地域向け・地元住民向け 低



















































































れた．そして，表 2-4 で示している通り，1939 年に治療を提供する（クロールト含む）サ
ナトリウムおよびパンシオナット（大人用）が 10 軒，休暇ホームおよび休暇パンシオナッ
トが 5 軒建設され，キルギスでも転地療養学の実践が第 3 次 5 カ年計画以降始まった24． 




表 2-4 ソ連時代のキルギスにおける休暇施設数の推移（1939-1986年） 
      （軒） 
施設の種類 1939 1965 1970 1980 1985 1986 
治療を提供するサナトリウムおよび 
パンシオナット（大人用） 
10 23 27 29 33 33 
予防用サナトリウム 0 9 14 22 26 29 
休暇ホームおよび休暇パンシオナット 5 32 86 64 59 59 
休暇ベース 0  0  32 16 8 7 
観光ホテルと観光ベース 0  4 5 9 8 9 














 第 2 次大後戦後のソ連の観光管理システムの再編と観光推進政策により，キルギスでも
1965 年までに治療を提供するサナトリウムおよびパンシオナット（大人用）が 23 軒に，休
暇ホームおよび休暇パンシオナットが 32 軒に増加するとともに，予防用サナトリウム 9 軒， 
観光ホテルと観光ベース 4 軒が建設され，休暇施設は 1939 年の 15 軒から 1965 年に 68 軒








   
第3節 資本主義化以降の観光 




ルギスは経済政策の一つとして観光推進を決め（Anderson 1999；Alymkulov ほか 2002），








人観光客に人気であるという．スイス政府と協力した「Helvetas Agro Project」の下で 2000





















ー調査でも確認されており，詳細は第 3 章以降で述べる．  
























 第 3 章で分析するのは，87 人のキルギス国民へのインタビュー調査である．インタビュ
ー調査は 2013 年 8 月，2014 年 8 月，2014 年 10 月にキルギスの 3 カ所の温泉クロールトお
よび湖畔別荘地で，計 3 回のインタビューで合計 87 人の利用者（全てキルギス国民）にイ
ンタビュー調査を行った．具体的には，図 3-1 で示したキルギスにある①帝政期に赤十字社
によって建設され，ソ連時代に労働組合に経営移管された，首都ビシュケクから 60km の距
離にあるイシック・アタ温泉クロールト（写真 3-1；調査対象者 23 人），②1979 年に共産党
専用施設としてイシック・クル湖畔に建設されたオーロラサナトリム（写真 3-2；調査対象










もキルギスに在住する者に限定した．調査対象者 87 人は 2013 年-2016 年の調査時点で 30








（2014 年 8 月，筆者撮影） 
写真 3-2 オーロラ湖・温泉リゾート 
（2014 年 8 月，筆者撮影） 
写真 3-3 資本主義化以降に誕生したカルヴェ
ン別荘地 
（2014 年 8 月，筆者撮影） 
 





































の内訳は 13 人である（表 3-1）．そのほかに，教師や医者等から形成されるインテリが 37
































しかしキルギスは，NGO が 2007 年に行った調査によると，邸宅，車，携帯電話，パソコン
等の所有から判断すると中間階層が国全体で 10%を占めたが，その大半は村住民であり，
ビシュケク市民は 18%のみであった（Almakuchukov ほか 2007）．キルギスの中間階層は
いまだに政治・経済活動や雇用等で部族閥や閨閥に縛られたり，それらを活用したりする
（Musabaeva 2012）．本論文では，上述した職業に従事し，大学卒業以上の学歴を有し，















表 3-1 は，調査対象者 87 人がソ連時代（主として 1970-1980 年代前半）に所属していた




















まず，ソ連時代の観光の中でもっとも社会階層間格差の激しかったものは 87 人中 12 人
が行った社会主義国・資本主義国への海外旅行である．内訳をみるとエリートが 13 人中 8
人（61%）も経験しているのに対して，インテリは 37 人中 2 人（5%），労働者が 15 人中 2
人（13%）しかいない．さらに、そのうち資本主義国へ出かけたのはフルンゼ（現ビシュケ
ク）にある共産党の上層と工場技術者のエリート（ノーメンクラツーラ）2 人のみであった． 




















































観光 エリート インテリ 労働者 農民 学生 子供 合計
海外旅行（資本主義国・社会主義国） 8 (61) 2 (5) 2 (13) 12
クロールト旅行（温泉施設，保養地等
湖畔休暇ホーム等）
12 (92) 13 (35) 11 (73) 1 (10) 29
ダーチャ（夏用別荘） 7 (54) 24 (65) 10 (66) 36
子供キャンプ（ピオネールラーゲリ）旅行 2 (40) 2
農業・建設集団活動 8 (61) 36 (97) 2 (13) 6 (86) 3 (60) 55
パレード参加・鑑賞 13 (100) 37 (100) 15 (100) 6 (60) 7 (100) 5 (100) 80
ソ連国内観光（キルギス国外） 13 (100) 20 (54) 9 (60) 4 (40) 4 (57) 1 (20) 50
登山観光 4 (31) 15 (40) 9 (60) 3 (30) 2 (28) 30
オペラ・演劇・バレー 13 (100) 26 (70) 12 (80) 1 (10) 3 (43) 50
コンサート・映画・ダンス 6 (46) 34 (92) 15 (100) 10 (100) 7 (100) 4 (80) 73
集団遠足（近場川や公園） 13 (100) 34 (92) 12 (80) 6 (60) 7 (100) 4 (80) 74
祭り（伝統的・ソ連のもの） 13 (100) 37 (100) 15 (100) 10 (100) 7 (100) 3 (60) 82
ハンティング 1 (8) 1
草原観光（親族・知人） 3 (23) 2 (5) 1(6) 1 (14) 2 (40) 8
スケート（自然＆施設内） 5 (39) 2 (5) 1 (6) 1 (10) 1 (14) 10
冬の観光レクリエーション：
スキー、そり
4 (31) 2 (5) 5 (33) 1 (10) 1 (14) 1 (20) 11
大型デパート＆バザール買い物 5 (39) 5 (13) 2 (13) 1 (10) 1 (14) 14
湖観光（親族・知人宅；湖水浴・日光浴） 7 (54) 6 (16) 2 (13) 15
川・湖魚釣り 4 (31) 7 (19) 5 (33) 1 (10) 1 (14) 18
アウトドアキャンプ旅行（遠くへ） 2 (15) 18 (49) 12 (80) 1 (10) 2 (28) 32
神聖地への旅行 1 (6) 1 (10) 2
トイ・アッシュ　（Toi  Ash）：(家族・親
戚・友達や知り合いのイベント
13 (100) 27 (73) 9 (60) 7 (70) 4 (57) 4 (80) 64
























ツアーが 54 ルーブルであり，東ドイツへの観光バウチャーは 86 ルーブルであっ
た．フルンゼからモスクワまでは飛行機で 51 ルーブル，汽車で 29 ルーブルであ
ったが，当時の私の給料は月 180 ルーブルであったため，モスクワまで飛行機に
乗って行くことができた．ツアー参加者人数は少ない時は 12 人，多い時には 24













代前半のキルギス国民の平均給料29をみると（表 3-2），医者や教師の給料は 120-150 ルーブ
ル，運転手，経理等の労働者は 80-130 ルーブル，一般工場労働者は 100-250 ルーブル，工
場の社長は 250-500 ルーブル，書記は 250-500 ルーブルであったため，バウチャーを得る機
会があっても，給料の高い者の方が行きやすかったと考えられる． 






































書記 400～500 350～400 250～300 給料に+50%
医長 120～150 100～150 100～150 給料に+50%
工場社長
インテリ
医者 120～150 100～150 100～120 給料に+50%










































別荘）がある．本論文のインタビュー対象者 87 人中 36 人がソ連時代にダーチャに行って
おり，内訳はエリートが 13 人中 7 人（54%），インテリが 37 人中 24 人（65%），労働者
が 15 人中 10 人で（66%）である．なお，ダーチャはフルンゼ住民を中心に配給されたので， 
37 人中 10 人がフルンゼ市外に居住していたインテリは，あえてダーチャを利用しなかった
と考えられる．当時フルンゼ在住でダーチャを与えられた工場労働者・観光連盟会長













































 次に，子供キャンプ（ピオネールラーゲリ pioner lager）旅行について分析する．ピオネ
ールラーゲリ（pioner lager）とは，労働組合，機関，企業により組織されたピオネール32お
よび学校の生徒（7 歳から 15 歳まで）のための教育施設およびレクリエーション施設33であ
り（Belovinskiy 2015），ソ連内各国の湖畔や黒海等の自然豊かな場所に設置され，夏季休
暇 3 カ月間の内 2 週間から 1 カ月間滞在できた．インタビュー対象者の中に子供キャンプ
（ピオネールラーゲリ）旅行経験者が 2 人確認された．子どもキャンプ旅行のバウチャー












































少年スポーツ・労働キャンプには 15 歳から 17 歳までの都市在住の子供が参加し，登山や
農家の仕事の手伝いもプログラムに組み込まれていた ．農村地域の子供たちも，コルホー 
ズの一員として夏季休暇中に農村仕事に従事しなければならなかったという ．インタビュ
ー対象者の A 氏，B 氏，C 氏も子供のころ，タバコ畑での作業や，羊の毛を刈る仕事に従
事した． 













生 7 人中 6 人（86%）が，インテリ 37 人中 36 人（97%）がこの活動を経験したのに対して，



















写真 3-5 インタビュー対象者 No4．のタイミール半島での建設集団活動の友達との休暇
（1977年） 
（左から 1 人目がインタビュー対象者 No4．であり，その隣は彼の仲間） 
 















5 月 1 日のメーデー，5 月 9 日の勝利記念日，11 月 7 日の社会主義革命の記念日に行われ
ていたパレードにはキルギス国民のほぼ全員が参加していた．エリート，インテリ，労働














まず，中間的な観光の一つはキルギス国外のソ連内の他の 14 カ国への旅行である．表 3-1
をみると，ソ連国内旅行はエリートが 13 人（100%），インテリが 37 人中 20 人（54%），労



































なものを鑑賞できた．オペラと演劇の経験者数をみると，エリートの 13 人中 13 人（100%）
に対して，インテリが 37 人中 26 人（70%），労働者が 15 人中 12 人（80%），農民が 10 人
中 1 人（10%），学生が 7 人中 3 人（43%）であるから，エリートとインテリの文化的な観
光にも違いが認められる． 
ソ連時代は近場の川や公園への集団遠足が盛んに行われており，ほぼ全員（エリート 13 
人（100%），インテリ 37 人中 34 人（92%），労働者 15 人中 12 人（80%），農民 10 人中 6
































 登山を行った人の内訳もみると，エリートが 4 人（31%），インテリが 15 人（40%），労








































































湖観光に行った者は 87 人中 15 人しかいない．それも，エリートが 13 人中 7 人（54%）








可を取る必要があった．また，ソ連時代に聖地への旅行に行っていたのは 87 人中 2 人（農
民と労働者一人ずつ）しかおらず，古くから存在するキルギスの聖地はソ連時代に低調だ
ったと言える． 
そして，87 人中 64 人も行っているのがトイ・アッシュ（Toi Ash）である．インタビュー
調査によると，ソ連時代はトイ・アッシュを盛大に行うことが禁止され，貸し切りのレス










資本主義化以降に海外旅行へ行った人の割合をみると（表 3-3），新興富裕層が 9 人中 8
人（89%）という極めて高い割合を示す一方で，中間階層が 18 人中 4 人（22%），基礎階層
が 18 人中 3 人（17%）と，下流階層が 39 人中 1 人（2%）と低い割合である．独立以降，
海外旅行は自由になったとはいえ，経済的な余裕がある人しか行けない高級なものである
と言える．キルギス統計局（2016）によると，2010 年に 59 万 7 千人であった出国者数が，

































































6(67) 6(33) 15(83) 24(61) 51
ダーチャ（別荘） 7(78) 2(11) 4(22) 1(2) 14
子供キャンプ（ピオネールラーゲリ）旅行 − − − − 0
農業・建設集団活動 − − − − 0
パレード鑑賞 3(33) 1(5) 1(5) 1(2) 6
オペラ・演劇 3(33) 3(17) 5(28) 3(8) 14
コンサート・映画・ダンス 5(55) 5(28) 2(11) 2(5) 14
ピクニック（近場川や公園） 2(22) 6(33) 5(28) 2(5) 15
祭り（伝統的・ソ連のもの） 4(44) 10(56) 3(17) 5(13) 22
ハンティング 7(78) 1(5) 1（5） − 9
草原観光（親戚・業者） 8(89) 15(83) 13(72) 25(64) 61
スケート 1(11) 1(5) 5(28) − 7
冬の観光レクリエーション：スキー，そり等 8(89) 5(28) 3(17) − 16
大型デパート＆バザール買い物 8(89) 17(94) 10(56) 19(49) 54
湖観光(資本主義時代建設の宿泊施設；
湖浴、日光浴)
8(89) 15(83) 10(56) 32(82) 65
川・湖魚釣り 4(44) 6(33) 3(17) 1(2) 14
登山 4(44) 3(17) 3(17) 2(5) 12
アウトドアキャンプ旅行（遠くへ） 2(22) 8(44) 5(28) − 15
神聖地への旅行 1(11) 3(17) 3(17) 5(13) 12
トイ・アッシュ　（Toi  Ash）：(家族・親戚・友
達や知り合いのイベント
8(89) 16(89) 10(56) 30(77) 64

















る．また，キルギスの子供たちにとって 10 日-2 週間滞在のキャンプ旅行は人気の休暇であ
る． 
パレード観賞，新興富裕層 9 人中 3 人（33%），中間階層 18 人中 1 人（5%），基礎階層 18













オペラ・演劇鑑賞は，ソ連時代エリート全員（13 人中 13 人）が行っていたものの，新興




層でいうと，新興富裕層が 9 人中 5 人（55%），中間階層が 18 人中 5 人（28%），基礎階層










資本主義化以降，草原観光は全 87 人中 61 人に行われており，国民的な観光となってい
る．草原観光では家畜や自然とのふれあいが重視される．独立以降の草原観光は，キルギ























ンプも参加人数が減少しており，ソ連時代は 87 人中 32 人の経験者数であったのに対して，
現在は 87 人中 15 人である．現在アウトドアキャンプ旅行はソ連時代よりお金が必要なも
のであるものの，新興富裕層が 9 人中 2 人（22%）しかおらず，最も高い割合を占めている
のが中間階層（18 人中 8 人，44%）である．これは，中間階層が新興富裕層よりも経済的
な制約があり，海外旅行より安価な国内キャンプ旅行を選択したためであると考えられる． 
資本主義化以降発展している旅行の一つに聖地への旅行がある．インタビュー対象者 87













る．例えば，300 人が集まる場合，用意するのは馬 1 頭，羊 3 頭等である．」と述べた．ソ
連時代に禁じられていた家畜の自由な飼育が現在可能になったことから，トイ・アッシュ
は多くなったと考えられる．また，A 氏，B 氏，C 氏，インタビュー対象者 No26，インタ
ビュー対象者 No9，インタビュー対象者 No4 が述べたようにトイ・アッシュを行うために










































（Pantin and Lapkin 1999）．また，「秩序」もソ連の重要な価値観であり，国家は中央集権
的に力と権限を所有することで，安定した秩序を国中で保っているが，個人や少数グルー



























 以上，第 3 章では，ソ連時代と現在を横軸に，それぞれの社会階層と階層ごとの観光を
量的に把握した．第 4 章では，ソ連時代から現在までの個人の経験を縦軸に，ライフヒス
トリーに基づき個人の観光経験を分析する．まず，以下の第 1 節では，第 3 章の結果を基
に，社会階層間の移動と観光との組合せを指標に調査対象者を類型化し，この各類型の中
からライフヒストリー調査の最適な対象者を 1 人ずつ選択する．第 2 節から第 4 節では，














 表 4-1 は，第 3 章の第 1 節と第 2 節の分析結果から社会階層間移動と観光との組合せを指
標に，社会体制転換に伴う調査対象者 75 人の社会階層間の移動類型と観光との関係を示し
たものである．なお，この表には社会主義時代に学生・子供であった 12 人は含まれない． 
 社会主義時代から資本主義化以降への移動類型の内訳は以下の 4 類型である．①エリー
ト（13 人）・インテリ（37 人）から基礎階層・下流階層への移行が 38 人，②労働者（15 人）・
農民（10 人）から基礎階層・下流階層が 18 人，③労働者・農民から基礎階層・下流階層が














表 4-1 社会体制転換に伴う社会階層の移動類型 
 
 




































































































第2節  エリート・インテリ層から基礎階層に転じた者 
 A 氏のソ連時代における小学校時代から大学卒業までの主な観光を表 4-2 で，ソ連時代の












 A 氏は，1952 年にキルギスの F 州 A 地域 A 村で，キルギス人一家の 9 人兄弟の長男とし




 A 氏は，1959 年 9 月 1 日に 1 年生（日本の小学校 1 年に相当）となり，それから 1962 年
5 月までの 3 年間同村の学校に通ったが，1962 年 9 月から 1968 年 5 月末までの 4 年生から
9 年生（日本の中学校 3 年に相当）までの間は首都フルンゼの父親の弟の家で暮らしながら
勉強をしていた．A 氏がこの間首都にいたのは，首都で仕事をしているその叔父が，A 氏を
含む甥達を自宅に住み込ませ，勉強させていたからである．また，A 氏の父親は 3 人兄弟の
長男であり，村にいる一家の子供たちにより良い教育をさせることを望んでいたこともあ
る．1968 年 9 月から 1969 年 5 月末までの 10 年生の時に A 村に再び戻り，そのまま学校を
卒業した．このように，A 氏の家族は教育熱心な家族であったことが推察される． 













































































































地元草原 1人 時々だけ 親戚の家 親戚の家
馬乳酒を飲む，馬に乗る，草原の
家畜面倒の手伝い，山にまき集め































1年中 映画館 1週間の1回 実家 実家 インド製のラブストーリー映画 結婚
春 パレード・広場祭り 日帰り 実家 広場・カフェパレード後のコンサート，食事など
夏季休暇中 里帰り 2ヶ月間 実家 実家
実家の手伝い，地元の友達や親戚
と交流，羊の肉，馬乳酒



































































































 4 年生から 6 年生まであった 3 カ月間の夏休みは，コルホーズの羊の毛を刈る時期クルク
ンにあたり，コルホーズやソフホーズでの羊の毛の運搬や，小屋から刈り場所までの羊の
誘導のアルバイトに 1 シーズン（2 カ月）150-200 ルーブル（当時，小麦粉 50kg が 13，14
ルーブル）で従事した．稼いだお金は親に渡し，そのお金で親が新学期のための洋服や文
房具を買ってくれた．夏休みの残りの 1 カ月は，実家の 30 アール（3,000 ㎡）の庭の草刈
仕事を手伝ったり，空いた時間に友達と遊んだり，羊の肉やお菓子を食べたり，上記の親
戚の草原に行ったりして過ごした．A 氏は小学校 4 年生から高校まで首都で暮らしたため，
冬季には学校の先生やクラスメイトとサーカスに毎年 1 度行った． 
 7 年生から 9 年生まで（日本の中学校にあたる）と，高校の夏休みには，上記の草原以外
に，近隣村に設置された文化クラブへ月 1 回，映画やコンサートを鑑賞しに行った．また，








 A 氏は，1969 年 9 月に首都フルンゼのキルギス A 医科大学に入学し，1975 年 7 月に卒業
した．一般的な奨学金は 28 ルーブルであったが，A 氏は熱心に勉強し，成績優秀者であっ




 大学生時代の 4 年間にわたり，A 氏は 2 カ月の夏休みの間に，20 人-30 人の大学生グルー













 A 氏の当時のスケジュールは，午前 7 時に起床し，朝食（建設集団活動に参加している 2







 A 氏は，建設集団活動によって 1 シーズンで 200-300 ルーブルを手に入れ，このお金を新
学期の洋服代や文房具代等に充てていた． 
 以上のように，A 氏は 10 カ月間首都で毎日勉強に励む一方，村での建設集団活動では共
産党監視下で重労働に従事していたにもかかわらず楽しさを見出していた．そのため，大
学生にとっては建設集団活動での労働と学生間の交流は貴重な娯楽であったと考えられる． 
 A 氏は大学生時代のうち 4 年間，秋の 9 月 15 日から 11 月 15 日までの 2 カ月間に，大学
生が収穫の手伝いをする農業労働（Selhozrabota）に参加していた．そこには大学のキュレ













 農業労働では 1 日 1 人当たり 40-50kg という綿の収穫量のノルマがあり，給料は 10 日間
か 15 日間ごとに収穫量に応じて支払われた．ノルマ以上働いた場合には報奨金がもらえる

















 A 氏は，大学生時代の 1973 年に結婚した．結婚相手は B 大学の学生で，友達を通して知
り合ったが，恋愛結婚ではなく誘拐婚36であった．同年に長男が誕生した．結婚後，2 年続
けて 11 月と 12 月に月 2 回程度，勉強後にピシュペク駅で，4-5 人で石炭の台車を列車から
降ろすアルバイトをして家計を支えていた．石炭台車 1 台分の報酬は 12-15 ルーブルで，副
収入として助かったという．当時は夫婦 2 人とも学生で学業と育児の両立が難しかったた
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 A 氏は，1975 年 7 月に首都フルンゼのキルギス A 医科大学を卒業し，同年にソ連保健省










A 氏は，B 地区での仕事の成果が国に認められ，1978 年 12 月に F 州の C 地区の衛生伝染
病管理局（60 人のスタッフが勤務）の医長に転職し，1983 年（31 歳）に温泉クロールトへ
のバウチャーを初めて手に入れた．なお，A 氏は 1975 年から 1980 年の仕事や家族の事情で
忙しく，この期間は夏にイシック・クル湖観光や里帰りを行う程度で，冬はほとんど観光
しなかったという．A 氏は 1983 年にバウチャーを手に入れたことについて次のように述べ
ている． 
 
バウチャーを手に入れたのは就職して 8 年目の 1983 年の 11 月であった．同年に，
仕事で成果を上げたため，当時選ばれることが難しいとされていた共産党党員に
もなれた．温泉クロールトへのバウチャーは地区の労働組合に配布されてきたも




















れず，秋の 11 月にしか温泉クロールトに行けなかった． 
 A 氏は 1983 年-1990 年までは 2 年に一度温泉クロールト旅行に出かけた．当時，長期休
暇を 1 年間に 36 日間取る権利があったが，仕事が多忙であったため一度に取得できる休暇







ていた．妻と 2 人だけではそれらを食べきれないので，温泉クロールトに滞在中の 4-5 人と
キルギス人の伝統的な交流のシェリネを行なった．温泉クロールトで知り合った滞在中の




年 時期 観光先 期間 宿泊 食事 観光の内容
1975年～
1990
夏 イシック・クル湖 3日間（時々） 親戚の家 親戚の家 湖水浴・日光浴































































写真 4-1 A 氏のゴルボイ・イシック・クル湖温泉クロール滞在中に出会った人たちとの交流 
（1983 年 11 月撮影） 
 
 温泉クロールトでは，朝 8 時から 9 時に朝食（パン，おかゆ，チーズやソーセ
ージ等の温泉クロールトで用意された健康的な食事），9 時から 12 時まで様々な治
療（物理治療，マッサージ，温水プールあるいは温泉湯船に 10 分だけ入る治療，
泥治療）を受け，13 時から 14 時に昼食を採った．14 時から 16 時までは寝たりし
た．16 時におやつの時間（ヨーグルトや甘いパン）があり，16 時から 18 時まで
の自由時間に散歩をし，18 時から 19 時までが夕食の時間，そして，19 時から 22
















 A 氏は，温泉クロールト旅行のほかに，共産党 F 州 C 地区第一書記と観光に出かけた．
その人は同郷ということもあり，A 氏を可愛がったという．そして，A 氏は第一書記がカザ













 A 氏は，C 地区でも成果を上げたことから，フルンゼからさらに遠方にある D 地区の地
区セントラル病院院長に転職し，1983-1986 年まで 3 年間働いた．その後 1986 年 12 月に，
F 州 A 地区病院に医長として転勤し，1990 年まで働いた．そこでの勤務中の 1987 年にバウ
チャーによりジェティ・オグズ温泉クロールトに訪問したほかに，1989 年にモスクワで開
かれた第一回全ソ連医療会議に出席した際にはモスクワ市内を観光した．同年，ウクライ



















写真 4-2 A 氏の妻の家計簿に記載された親戚・友人への贈り物の一部（1979 年） 












州・地区共産党第１書記の奥さんに 日本製スカーフ 100 3月8日婦人デーお祝い
１頭の羊 100 11月7日革命の日お祝い
ケーキ、シャンパン 20 お正月お祝い
州・地区共産党第１書記の奥さんに 食器セット 100 3月8日婦人デーお祝い
１頭の羊 100 11月7日革命の日お祝い
ケーキ、シャンパン 20 お正月お祝い
州・地区共産党第１書記の奥さんに 香水 100 3月8日婦人デーお祝い
１頭の羊 100 11月7日革命の日お祝い
ケーキ、シャンパン 20 お正月お祝い




1983 A氏の妻 １頭の羊 100
A氏が転職した先の上司
に、その挨拶＋お礼
1984 A氏と妻 １頭の羊 100 挨拶＋3月8婦人デー














A氏の妻と友達の奥さん 州・地区共産党第１書記記家族に 200ルーブル＆１頭の羊 300
第１書記記の息子が結婚し
た時、その花嫁を見るため
1987 州健康保健長に 1頭の馬（2歳） 800
州健康保健長の息子が結
婚したお祝い（Koryndyk）























等のプレゼントを多く贈っていた．写真 4-2 は 1979 年に親戚や友達を訪問した際に贈った
品物（スーツや食器）の一部のメモである．また，1980 年には親友の母親の 60 歳祝いに
200 ルーブルの金の指輪を贈った．しかし，最も高額なレゼントは 1978 年から 1990 年まで
仕事での付き合いのあった上司へのプレゼントである．表 4-4 をみると，A 氏が 1978 年に
F 州 C 地区に転勤してから贈り物のやりとりが始まる． 
 1978 年から 1981 年までの間に贈り物を数多くした相手は，当時の F 州 C 地区の共産党第
1 書記とその家族である．F 州 C 地区の共産党第 1 書記は A 氏と同じ F 州 A 地区 A 村の出
身でもあったため，最も付き合いが緊密であったという．贈り物の機会は毎年 3 月 8 日の
婦人デーや，11 月 7 日の革命の日，正月のほかに，共産党第 1 書記の息子の結婚式等であ
り，贈り物は 1 頭の羊や金の指輪，香水，スカーフ等であり，合わせて 100 ルーブルから
200 ルーブルの物であった．なお，第 1 書記の家に贈り物をした時に，A 氏とその妻も返礼
品を受け取っている．A 氏が第 1 書記に贈った最も高額な物は，1981 年に共産党アルマタ








 以上のように A 氏は F 州 C 地区の共産党第 1 書記と緊密な関係にあり，贈り物や手伝い
をする一方で，A 氏もそれを通じてカザフスタンのアルマタ市内観光の機会を得ており，当
時の二人の間には相互扶助の関係が存在する． 
 1983 年 F 州 C 地区から D 地区に A 氏が転職した時には，F 州共産党第 3 書記の女性に赴
任の挨拶やお礼として，そして婦人デーのお祝いに一頭の羊を贈った．また，1986 年に A
氏が F 州 A 地区にある地域病院の主任医に転職した際には，F 州 A 地区共産党第 1 書記に
挨拶として 1 頭の羊を贈った．また，共産党関係の上司のみならず，F 州健康保健長といっ
た上級の地位の人とも緊密な関係にあった．なお，当時の F 州健康保健所長との付き合い
は資本主義化以降も続いてた． 














 ゴルバチョフのペレストロイカ政策により行われた 1990 年の民主的な国会議員選挙にお
いて，A 氏は A 地区の国会議員に当選し，1995 年まで務めた．国会議員でありながら 1991
年の 2 月に F 州保健管理局局長にも選ばれた．1991 年のソ連の崩壊と共にキルギスは低迷
時期に陥った．当時国会議員を務めた A 氏は，国会議員および F 州保健管理局局長として
1992 年から 2000 年までヨーロッパに 1 週間の保健視察や 1 カ月のアメリカ医療研修に出か
けた（表 4-5）．その際に，ヨーロッパやアメリカの市内観光ができたという．当時のこと
を A 氏は次のように振り返っている． 
 













1991～2000 イシック・クル湖畔（親戚・友人宅宿泊） 夏に時々，3日間 親戚・友人を訪問など









1992 トルコ 1週間 国会議員として
1993 ドイツ 1週間 保健管理システムの視察
1994 アメリカ（ボストン） 1ヵ月 医療研修
1997 スイス 1週間 保健管理システムの視察























 A 氏は 1991 年から夏に家族と一緒にキルギス国内に草原観光に出かけるようになったが，
きっかけは 1990 年に同じく国会議員になった農民の友人ができたことである．その友人は





屋を建ててもらい，そこに宿泊しながら 1 日 3-5 回しぼりたての馬乳や馬乳酒を飲
んだり，羊を食べたりした．翌年から近隣の川での網を使った釣りが楽しみに加
わり，年々草原観光の内容が変化していった．さらに民営化により近隣の山の多



















 資本主義化以降の上司への贈り物リスト（表 4-6）をみると，1991 年のソ連崩壊後も上司




表 4-6 A氏の資本主義化以降の贈り物一覧 
 
 
とがよみとれる．特に，A 氏は F 州の元保健所長との付き合いが社会主義時代から続き，
彼が 1992 年にキルギス健康保健大臣に就任した際に A 氏は妻と一緒に 1 頭の馬の肉を贈っ
ている．また，そのキルギス健康保健大臣が C 州の知事を 2000 年から 2003 年まで務めた
期間に，A 氏は知事から C 州観光に招待され，その際に一頭の羊の肉と馬肉を持って行っ
たという． 
 A 氏はソ連崩壊直後から家族・親戚との贈り物のやり取りも多くなったという．写真 4-3
は A 氏の家族・親戚との贈り物の記録である．たとえば，1994 年の A 氏の孫の 1 歳の誕生
日の祝い伝統的な Toi（トゥショー・ケスュー・トイ Tushoo Kesyy Toi）に A 氏は親戚や友
人を集め，来客した男性たちに 1 頭の馬，ワイシャツ，ウォッカ，コニャックを，女性た
















































 A 氏は，1995 年に開催されたキルギスの英雄マナスの誕生 1,000 年記念祭で「マナス 1000」
賞を，1996 年に国の大統領賞を贈られており，A 氏はソ連崩壊以降でも仕事で成果を上げ





健改革に貢献し，A 氏は 1999 年に名誉医師の称号を受けた． 
 そして，A 氏が 2000 年から 2005 年まで F 州議員委員会会長を務めたので，この時期に A
氏が滞在した温泉クロールトも上級階層向けの部屋であった．当時の温泉クロールトのこ
とを A 氏は次のように振り返っている． 
 
 キルギスは 1995-1996 年頃から資本主義への軌道に乗り，国の状況が良くなっ
てきて，バウチャーが国，州，地区レベルの順番で再び配られるようになった．
だが相変わらず一つの地区の機関に 1 年間で最大 10 人のみに配られるといったよ
うに数に制限があった． 
 







由に行けるようになった．表 4-5 示している通り，A 氏も 2000 年からイシック・クル湖畔
で開業した弟家族のホテルに，しばしば休暇へ出かけられるようになった．その際，ホテ






 2005 年までにはキルギスでは州レベルの機関が廃止されたため，A 氏もそれまで従事し
ていた州レベルの仕事を失い，首都ビシュケクにある保健省の国民保健部部長に転任した．
キルギスの社会体制の変化は 30 年間 F州に貢献した A 氏の人生に大きな変化をもたらした． 
 2008 年，国家名誉年金生活者が 3 年に 1 度無料のバウチャーをもらえる制度が定められ
た．A 氏も 2008 年に国家名誉年金生活者に選出され，同年にオーロラ温泉クロールトに無














が減少し，2014 年に一度自費で行くのみとなった．代わりに資本主義化以降の A 氏の観光
の中心は，妻の親戚の草原での 10 日間の滞在や，イシック・クルでの 10 日間の滞在とな
った．2000 年に妻の妹家族に小屋を購入し，妹家族はそこで家畜を飼っている．夏になる
と妹家族は近隣の標高の高い山の草原にでるので，A 氏家族は毎年草原観光に出かけている
（写真 4-4，4-5）．また，2006 年にイシック・クルのサリ・オイ村に A 氏の娘が土地を購入













州の中で成長が遅れる B 地区の地区衛生伝染病管理センター長の任務から始まり，C 地区，
D 地区，A 地区といった F 州の各地区を転任した．A 氏によると，転任のたびに地域や新た
な人間関係に慣れるのが大変だったという．それらの地区での仕事の成果が認められ，A 氏




変わり，社会的地位の変化によって休暇環境も変化していった．また A 氏は仕事のついで 
 
 
写真 4-4 A 氏が毎夏訪問する親戚の草原 






写真 4-5 A 氏が草原観光の際にトランプをする様子 





































 B 氏（65 歳，男）は，現在，外資系（イギリス資本）の化学会社とマイクロクレジット
金融会社を経営しており，キルギスでは資産の証とされる家畜（馬と羊）も所有している．
彼は，現在富裕層に属しているため，観光をする金銭的余裕があるが，社会体制転換の影
響を受けて B 氏の観光とその楽しさは時代とともに変化していった． 
a) 幼年期の伝統生活に根付いた慣習としての娯楽 
 B 氏は，1951 年に，キルギスの T 州 A 地域の A 村で，7 人兄弟の長男として生まれた．
B 氏の父は 1923 年に同 T 州の B 村で生まれ，祖母と弟とアドビレンガの家で生活をしてい
た．その家の一室を隣の村からきた母と子供 3 人の家族に貸していた．その家族の父親は
1920 年代から 1930 年代にソビエトキルギスの党首を務めたキルギス人であったが，支持者
とともに国家の民族自決を考えたため，1938 年のスターリンの政策により「ブルジョワ民
族主義者」の汚名を着せられ，「国民の敵」であるとナショナリズムの罪で銃殺された．B
村の隣の村からやってきたその家族は，1941 年の 1 月-11 月までの 10 カ月間 B 氏の父親の
家族と住むことになり，共同生活を送った．3 人の子供たちのうち 1 人は B 氏の父親と年齢
が近いため，2 人は同じ靴を交代で履いて 2 部制学校に通ったという．後に，彼はソ連や世
界にまで名の知られた作家になった． 
 B 氏の父は第 2 次世界大戦中の 1941 年の 11 月から 1945 年まで出兵し，1946 年頃に結婚
して A 村に引っ越した．彼は高等教育を受けなかったが，A 村の共産党オルグ（Partorg）
を務め，村ソフホーズの農業生産計画（従業員の訓練，労働指標の実績，年間計画）を管
理していた．当時の彼の給料は毎月 200-250 ルーブルと良く，加えて彼は個人管理の 16 ア
ール（1,600 ㎡）の土地を持っており，副業として妻と共にジャガイモを栽培し，隣村住民
に売っていた．隣村住民にとって標高 1,200-1,600m の高地で栽培されたオーガニックジャ
ガイモは人気であった．また，彼は牛を 1 頭，羊を 5 頭飼育し，自給自足の生活をしてい
た． 















 1964 年，B 氏が 13 歳の時に，父の地元である B 村（標高 700-800m）に移住した．とこ
ろが，B 村には学校がなかったので，13 歳から 15 歳の間，B 村から 40km 離れたタラスに
ある全寮制の学校（インテルナット Internat）で 6 年生-8 年生（小学校 6 年生-中学校 2 年生




た．ほかにも 2 頭の牛，20 頭の羊，10 羽の鶏，ガチョウや七面鳥も飼育していた．実家か
ら離れて生活していた B 氏だが，学校の休暇中に帰省した際には，農作物の収穫と家畜用
の餌作りも手伝っていた． 
また，3 カ月間の夏季休暇には B 村に帰省し，同村内にあるコルホーズのタバコ畑での農
作業に従事した．作業内容はタバコの収穫，乾燥，運搬であり，給料は 1 カ月 50−75 ルー
ブルが支給された．当時の仕事を B 氏は次のように振り返っている． 
 
当時，父は年をとっており，死期が近づいたら故郷の B 村に住みたいと言って






























小学 6 年生は 3，4 人だった．アルテックは天国のようで，いろいろなことが楽し
かった．例えば，海で泳いだり，チェスで遊んだり，ピクニックに行ったり， ア































 B 氏は，1970 年にキルギスにあるフルンゼ工科大学に入学し，技術学部で食品技述を 4
年間専攻し成績優秀者としてレーニン奨学金を得ていた．大学時代の遊びや楽しみについ













 以上のように B 氏は A 氏と同様に，首都フルンゼで大学時代を過ごし，友達と映画に
行ったり，谷のピクニックに行ったりした．そのほかに，秋の農業の手伝いで強制的な集




の時は 10 月-12 月まで働いた．農業労働を通じて学生同士が仲良くなり，その後
結婚した人たちもいる． 
 成績が優秀だったので，大学生の時は奨学金を受給していた．大学 1 年生の前























 B 氏は，大学卒業後の 1974 年に，モスクワにあるメンデレーエフ化学工科大学の大学院










































 B 氏は 1978 年の博士号取得後，キルギスの首都ビシュケクにあるフルンゼ工科大学（現
キルギス国立工科大学）で准教授として働き始め，同年に結婚した．キルギスでは結婚時
に新郎新婦を見守る第 2 の父親（ゴッドファーザー）を置く習慣があり，B 氏の場合は著名
な作家の弟が第 2 の父親になり，現在まで交流が続いている． 




























 B 氏は，1987 年に，日本文化協会の交換留学プログラムで東京工業大学に 10 カ月間留学





















すなわち，B 氏も A 氏と同様に，同じ出身地の人等との人間関係を利用することによって，
限られた資源を獲得し，ソ連時代の競争を生き抜いている．資本主義国の日本は研究技術
面だけでなく，生活水準も異なっていたため，日本への留学経験が当時のソ連での生活に
対するまなざしを変化させ，後の B 氏の人生に大いに影響を与えたと考えられる． 






 B 氏は 1995 年までキルギス大学で教授を務めた．ソ連の崩壊後以降，キルギスに外資系
の会社が進出するようになる．B 氏も 1994 年にキルギスで開催されたドイツの会社のセミ
ナーに参加して以降，1995 年のドイツ，1996 年のノルウェー，1997 年のイギリス視察で，
7 つ以上の鉱山や化学会社等を訪問した結果，イギリスの会社のビジネスパートナーとなり，
1997 年にキルギスでイギリス資本の化学研究所を設立し，副社長に就任した． 
























 資本主義化以降の B 氏の国内観光は主にイシック・クル湖畔に所有する別荘での休暇
である．1991 年から 2005 年までは，親戚・友人の家に宿泊し，湖水浴や日光浴を行なって
いたが，2006 年に富裕層向けのカルヴェン別荘地で別荘を購入してからは，毎年 2 人の孫











 ほかにも B 氏の主な観光にはイシック・クルから離れた山でのハイキングやハンティン
グがある．ハンティングは首都ビシュケクから 140km 離れた国立公園チョン・ケミン峡谷




























1995 ドイツ 1週間 セミナー 市内観光
1996 ノルウェー 1週間 セミナー 市内観光；魚釣り





























































写真 4-6 B 氏企画の乗馬ツアー 
（2016 年 7 月，筆者撮影） 
 




泊 4 日のものであった．馬で越える山の最高峰は約 2,500m で，道中で湖がある美しい景色
を望める．B 氏もそのコースは初めてであったが，友人にキルギスの美しい場所を見せたい
とのことだった．フィンランドからの招待客 4 人のほかに筆者と B 氏の親戚の子供たち 2
人，3 人のガイドが同行し，B 氏を含み合計 11 人，11 頭での旅だった．1 日目はチョン・
ケミン渓谷に建てられたエスニック風のゲストハウスに宿泊し，翌日の朝から馬に乗った．



















 大学教員としてエリート・インテリ層に属していた B 氏はその後，日本留学時に目撃し
た日本の技術水準や生活水準の高さに感化され，資本主義化後にビジネスマンに転じ，そ
















 現在牧畜家である C 氏（60 歳，男性）は，経済的な余裕から自由な温泉・休暇施設への
訪問が可能である．しかし，ソ連時代は，労働者・農民であり，温泉を利用できない階層
に属していた． 
 C 氏は 1956 年に，キルギス F 州 B 村で，ステージ歌手の両親の元に生まれた．両親は，







時やトラクターに乗せてもらった時に楽しさを覚えた．D 村に雪が降る 10 月末か





 以上のように，C 氏の幼い頃の楽しみは，馬に乗ったり，羊の骨で遊んだりと A 氏と B
氏と同様，伝統的なことが多く，家畜や自然と強く関係していたことがうかがえる． 










家畜（50 頭の羊，3 頭のヤギ，3 頭の牛，1 頭の馬）を放牧させないので，それら
の世話が楽しみであった． 
 
また，夏休みの期間が 3 カ月に及ぶことから，小学校 2 年生から 6 年生までの夏休みの
間にコルホーズでアルバイトをした．そこでの仕事内容は，クルクン（Kyrkyn）41の時期に
羊を羊小屋から毛刈り場まで連れてくることである．ノルマは 1 日当たり 80-100 頭で，1













られるのも，重労働の疲れを癒してくれたと C 氏は語る． 
























1973 年，17 歳で高校を卒業すると，C 氏は当時のソ連の慣習に従い，東ドイツ（GDR）
で 3 年間（1973-1976 年）の兵役についた．東ドイツに行く途中，タジキスタンのドゥシャ
ンベに研修で 1 カ月間滞在し，そこで初めて居住地以外の町を知り，見るもの全てが新鮮
だったと言う．その後，西ドイツと国境を接する東ドイツの都市マイニンゲンで 2 年間の
兵役につき，GAZ66 という大型軍用トラックの運転を担当した．しかし，最初の 1 年間は
ロシア語がわからず，苦労したと言う．2 年目以降は，5 人-10 人程度の小隊の司令官に任
命され，小隊の車の点検や，後輩兵士への Dalmar と呼ばれる悪路での運転技術の指導，基
地の夜の警備を担当した． 
軍から支払われる給料は月 15-20 ルーブル程度であったが，C 氏は車局部隊に所属し，夜
の警備を担当していたこともあり，モルドバ人の友人兵士に誘われ，夜に隠れて西ドイツ
国境までガソリンを売りに行った．西ドイツではガソリンが 1 リットル当たり 7-8 マルクで





い時間を過ごしたと C 氏は言う． 
 
c) 上司の援助による観光 
 1976 年に兵役を終えると，車の運転技術を活かして D 村村長の運転手を務め，車の運転
のほかに，村長の右腕として秘書業務も担当した．C 氏は 1977 年に同じ職場で経理士とし




スでは新郎新婦に結婚生活を支える第 2 の両親を実の両親がつける伝統がある．その第 2
の両親の役を担ったのは C 氏がドライバーを務める村長であった．そのような村長との密
接な関係は，C 氏の仕事や生活，そして観光にも影響を与えた．C 氏の妻も村長の妻と仲良





表 4-8 C氏の社会主義時代における上司への贈り物一覧 
 
 
















C 氏は，運転手を務めた後，村長の紹介で 4 年半牧畜管理人の仕事をし，1 カ月 135 ルー
ブルの収入があった．コルホーズの車で小屋を回り，10,000-12,000 頭の羊を数えたり，餌
となる草を与えたりした．C 氏は当時の仕事を次のように振り返っている． 
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 普段このようなコートをクダ（Kuda）と呼ばれる妻の父親に贈る． 

















































 ソ連が崩壊し，村にある土地や家畜が住民に分配されることになった．1 人当たり 7 エー
カー，家族 8 人で 56 エーカーの土地のほかに，家族 1 人当たり 11 頭，家族全員で 88 頭の
羊が分け与えられた．C 氏は親戚と共同で設立した牧場ドゥイカン・チャルバ（Dyikan Charba）
管理者になり，自由に家畜を殖やして生計を立てている．C 氏は，毎年 5 月に標高の高い草
原に羊を移動させ，羊飼に飼育を委託している．これまでに殖やした羊の数は 1,000 頭にの
ぼり，そのほかに現在牛 10 頭，雌の馬 10 頭，雄の馬 10 頭，ヤク 5 頭を所有している．ま
た，C 氏と妻はそれぞれ年金を 7,000 ソム受給しているが，それだけでは暮らせないため，
必要に応じてバザールで家畜を売りに出している．たとえば， 誕生日やお祝い等への参加
時には 1 頭の羊を 7,000 ソムで売り，子供の結婚式に参加する前には馬 1 頭や羊 2-3 頭を売
りに出している． 
表 4-9 は C 氏の資本主義化以降の主な観光先とその内容を示したものである．1992 年に




























 C 氏は，2012 年に家畜放牧用の土地を 15,000 ソムで購入し，そこへ毎年出かけている（写






























































































































写真 4-8 C 氏所有の草原での孫との写真 














 1992；Aitpaeva 2004；Aigine 2009）．二つ目に，イスラム教徒の大物の墓石，墓を意味する































たという C 氏の価値観の変容も大きく関わっていると考えられる． 
 
第5節 ソ連時代経験者のライフヒストリーからみた社会階層と観光の関係 



















































































































 第 1 章 3 節 1 項で述べたように本章では社会体制転換に伴う観光の変容を 4 つの視点か























































































































































































































































































































浅見益吉郎 1977．ヨーロッパの温泉地について―視察報告． 食べ物学会誌 32: 33-40.． 




光開発．地理学評論 83: 29-39． 
上田卓爾 2008．日本における「観光」の用例について．名古屋外国語大学現代国際学部
紀要 4：85-104． 
ヴェブレン，T. 著，高 哲男 訳 2015．『有閑階層の理論』講談社．Veblen, T. 1899. The 
theory of the leisure class: An economic study in the evolution institutions. New York: The 
Macmillan Company. 
ヴォスレンスキー，M. S. 著，佐久間穆・船戸満之 訳 1981．『ノーメンクラツーラ―ソ
ビエトの赤い貴族―』中央公論社．Voslensky, M. S. 1981. Nomenklatura: Verlag Fritz 
Molden. 
ヴォスレンスキー，M. S. 著，佐久間穆 訳 1988．『ノーメンクラツーラ―ソビエトの支
配階層』中央公論社．Voslensky, M. S. 1988. Nomenklatura: Die herrschende Klasse der 
Sowjetunion in Geschichte und Gegenwart. West Germany: Bonm. 




から―．公共政策志林 1: 127-142． 
大倉忠人 2013b．社会のセーフティ・ネットとして機能するキルギスの地域コミュニティ．
地域イノベーション 5: 125-136． 
大島良雄 1965．ソ連の温泉，温泉気候療養の組織と療養原理．日本温泉気候物理学会雑
誌 29(1・2): 1-8． 




カウンツ，G. S. 著，田浦武雄 訳 1959．『ソビエト教育の挑戦』誠信書房．Counts, G. S. 
1957. Challenge in soviet education. McGraw-Hill. 
金田辰夫 1995.『体制と人間―中央アジアの小国の再生』日本国際問題研究所. 
呉羽正昭 2001．チェコにおける観光客流動の変化―東欧改革前後を比較して―．人文地
理学研究 25: 1-36． 
呉羽正昭 2004．チェコの温泉地カルロヴィ・ヴァリの変容．人文地理学研究 28: 49-76． 
小池洋一・足羽洋保 1988．『観光学概論』ミネルヴァ書房． 
桜井 厚 2002．『インタビューの社会学―ライフストーリーの聞き方』せりか書房． 
桜井 厚 2012．『ライフヒストリー論』弘文堂． 





谷 富夫 2008．『ライフヒストリーを学ぶ人のために』世界思想社． 
辻村 明 1970．『現代ソヴェト社会論―社会学的分析』日本国際問題研究所． 
中子富貴子 2010．ソ連・ロシアにおけるツーリズムに関する一考察―ソコロワ，ウシス
キ ン 論 考 に よ る 帝 政 期 ， 社 会 主 義 政 権 期 の ツ ー リ ズ ム の 発 展 ．
https://www.kobe-yamate.ac.jp/library/journal/pdf/univ/kiyo17/17nakako.pdf 
中野 卓 1977．『口述の生活史』御茶の水書房． 
中野 卓 1995．『ライフヒストリーの社会学』弘文堂． 
中村 宏 2006．戦前における国際観光（外客誘致）政策―喜賓会．ジャパン・ツーリス
ト・ビューロー，国際観光局設置―．神戸学院法学 36(2)：361-387． 
ピアス，D. 著，内藤嘉昭 訳．『現代観光地理学』明石書店. Pearce, D. 2001. Tourism today:  
a geographical analysis. England: Longman. 
ブルデュー，P. 著，石井洋二郎 訳 1990．『ディスタンクシオン―社会的判断力批判』
藤原書店．Bourdieu, P. 1979. La distinction-critique sociale du jugement. Paris: Editions de 
Minuit. 
ボードリヤール，J. 著，宇波 彰 訳 1980．『物の体型―記号の消費』法政大学出版局．
Baudrillard, J. 1968. Le Système des objets. Paris: Gallimard. 
前田 勇 1991．『現代観光総論』学文社． 
マクレイノルズ，L. 著，高橋一彦・田中良英・巽由樹子・青島陽子 訳 2014．『「遊ぶ」
ロシア―帝政末期の余暇と商業文化』法政大学出版局．McReynolds, L. 2003. Russia at 



















Abramzon, S. (Абрамзон, С.) 1990. Киргизы и их этногенетические и историко-культурные 
связи. Фрунзе. (Kirgizy i ih etnogeneticheskie i istoriko-kulturnye svyazi. Frunze.) 
Azar, V. (Азар) 1972. Отдых трудящихся в СССР. Otdyh trudyashihsya v SSSR.（ソ連の勤労者
の休暇） М.: Статистика. (M. Statistika). 
Aigine (Айгине) 2009. Святые места Иссык-Куля: паломничество, дар, мастрество. (Svyatye 
mesta Issy-Kulya:palomnichestvo, dar, masterstvo). Бишкек. 
Aitpaeva, G. (Айтпаева, Г.) 2004. Феномен мазаров в Кыргызстане(Fenomen mazarov v 
Kyrgyzstane). Культурная антропология и археология (Kulturnaya antropologiya i 
arheologiya), AUCA, 128-138. 
Aleksandrov, V. (Александров, В.) 1931. Киргизия и ее курортные богатства(Kirgiziya i eyo 
kurortnye bogatstva). Советская Азия(Sovetskaya Aziya). 
Alekseev, P. (Алексеев, П.), Alekseev, V. (Алексеев, В.), Karlov, V. (Карлов, В.) and Kopanev, N. 
(Копанев, Н.) 1969. Колхоз-школа коммунизма для крестьянства(Kolhoz-shkola 
kommunizma dlya krestyanstva). Правда(Pravda). 
Almakuchukov, K. (Алмакучуков, К.), Begalieva J. (Бегалиева Ж.) and Gibadulin R. (Гибадулин 
Р.) 2007. Субъективный средний класс Кыргызстана : аналитический доклад(Subyektivnyi 
sredniy klass Kyrgyzstana: analiticheskiy doklad). Terra-Public. 
Alymkulov, D. (Алымкулов, Д.), Saspekov, S. (Саcпеков, C.), Simonenko, T. (Симоненко, Т.)  
and Alymkulov, R. (Алымкулов, Р.) 2002. Горно-рекреационные ресурсы Кыргызстана и 
использование их в курортно-оздоровительных учреждениях(Gorno-rekreatsionnye resursy 
Kyrgyzstana i ispolzovanie ih v kurortno-ozdorovitelnyh uchrejdeniyah). 
Кыргызско-Славянский Университет(Kyrgyzsko-Slavyanskiy Universitet), Бишкек(Bishkek). 




Международные отношения(Mejdunarodnye otnosheniya). 
Anderson, J. 1999. Kyrgyzstan: Central Asia`s Island of Democracy? Amsterdam: OPA. 
Ashmarin, N.  (Ашмарин, Н.) 1934. О малоизвестных минеральных источниках Киргизии(O 
maloizvestnyh mineralnyh istochnikah Kirgizii). Центральная санитарная бактериологическая 
лаборатория(Tsentralnaya sanitarnaya bakteriologicheskaya laboratoriya). 
Bartoldt, V. (Бартольд, В.) 1897. Отчет о поездке в Среднюю Азию с научною целью 1893-1894 
гг(Otchyot o poezdke v Srednyuu Aziyu s nauchnoi tselyu 1893-1894). Типография 
Императорской Академии наук(Tipografiya Imperatorskoi Akademii nauk). 
Bartoldt, V. (Бартольд, В.)1927. История культурной жизни Туркестана(Istoriya kulturnoi jizni 
Turkestana). Издательство Академии наук СССР(Izdatelstvo Akademii nauk SSSR ), 256. 
Bartoldt, V. (Бартольд, В.) 1996. Избранные труды по истории кыргызов и 
Кыргызстана(Izbrannye trudy po istorii kyrgyzov i Kyrgyzstana). Шам (Sham). 
Basilov, V. (Басилов, В.) 1992. Шаманство у народов Средней Азии и Казахстана(Shamanstvo 
u narodov Srednei Azii). Наука(Nauka). 
Baum, T. 2007. Skills and the Hospitality Sector in a Transition Economy: The Case of Front Office 
Employment in Kyrgyzstan. Asia Pacific Journal of Tourism Research 12(2): 89-102. 
Belovinskiy, L. (Беловинский, Л .) 2015. Энциклопедический словарь истории советской 
повседневной жизни(Entsiklopedicheskiy slovar istorii sovetskoi povsednevnoi jizni). Новое 
литературное обозрение(Novoe literaturnoe obozrenie). 
Bespyatyh, Y. (Беспятых Ю.) 1991. Из книги Фридриха-Христиана Вебера 『Преображенная 
Россия』(Iz knigi Fridriha-Hristiana Vebera『Preobrajyonnaya Rossiya』). Часть I(Chast 1). 
Приложение о городе Петербурге и относящихся к этому замечаниях Петербург Петра I в 
иностранных описаниях(Prilojenie o gorode Peterburge i otnosyashihsya  k etomu 
zamechaniyah Peterburg Petra 1 v inostrannyh opisaniyah). Л.Наука(Nauka). 
Bogdanov G. (Богданов Г.) 1779．Историческое, географическое и топографическое описание 
Санкт-Петербурга от начала заведения его с 1703 по 1751год, сочиненное Г.Богдановым, 
со многими изображениями первых зданий. (Istoricheskoe, geograficheskoe i 
topograficheskoe opisanie Sankt-Peterburga ot nachala zavedeniya ego s 1703 po 1751god, 
sochinyonnoe G.Bogdanovym, so mnogimi izobrajeniyami pervyh zdaniy). 
Санк-Петербург(Sankt-Peterburg). 
Bogatyrenko, Z. (Богатыренко, З.) 1984. Труд и заработная плата в СССР(Trud i zarabotnaya 
plata v SSSR). Словарь-cправочник(Slovar-spravochnik). Москва(Moskva): 
Экономика(Ekonomika). 
Boobekov, Z  (Бообеков, З.) 2008. Аврора(Avrora). Бишкек(Bishkek).  





Vasilyev, E. (Васильев, Э.) 1983. Труд, быт, отдых- демографический аспект(Trud, byt, otdyh0- 
demograficheskiy aspekt). Популярная демография, вып. 1(Populyaranaya demografiya, 
vypusk 1). Финансы и статистика(Finansy i statistika). 
Vlasov, N. (Власов, Н.), Tkachuk, V. (Ткачук, В.) и Tolstihin, N. (Толстихин Н.) 1962. 
Минеральные источники, скважины, вскрывающие минеральные воды, и минеральные 
озера, каталоги(Mineralnye istochniki, skvajiny, vskryvayushie mineralnye vody, i mineralnye 
ozyora, katalogi). Минеральные воды южной части восточной сибири(Mineralnhye vody 
yujnoi chasti vostochnoi sibiri). Академия наук СССР(Akademiya nauk SSSR). 
Volskiy, M. (Вольский, M.) 1950. Курорты Киргизии(Kurorty Kirgizii). Издание по 
распространению политических и научных знаний Киргизской ССР(Izdanie po 
rasprostraneniyu politicheskih i nauchnyh znaniy Kirgizskoi SSR). 
Voroshilov, V. (Ворошилов, В.) 2008. История убыхов:очерки по истории и этнографии 
Большого Сочи с древнейших времен до середины XIX века(Istoriya ubyhov po istorii i 
etnografii  Bolshogo Sochi). Полиграф-Юг(Poligraf-Yug). 
Ganskiy, V. (Ганский, В.) и Andreichik, V. (Андрейчик, В.) 2014．История путешествий и 
туризма(Istoriya puteteshestviu i i otdyha.). Новополоцк ПГУ(Novolotsk PGU). 
Gashuk, A. (Гащук, А.) и Vukolov, V. (Вуколов, В.) 1983. Туризм в Вооруженных Силах 
СССР(Turizm v Voorujyonnyh Silah SSSR). Воен. изд-во Министерства обороны 
СССР(Voennoe izd-vo Ministerstva oborony SSSR). 
Granilshikov, Y. (Гранильщиков, Ю.) 1983. Семейный туризм(Semeinyi turizm). 
Профиздат(Profizdat). 
Gorsuch, A. and Koenker, D. 2006. Turizm The Russian and East European Tourist Under 
Capitalism and Socialism. Ithnaca and London: Cornell University Press. 
Gralec, R. 1996. Tourism in the conditions of the market economy. Current issues of the Tourism 
Economy (Academy of Economics): 87-99. 
Gubrium, J. and Holstein, J. A. 2001. Handbook of Interview Research. Context & Method. Sage 
Publications. 
Hall, D. 1998. Tourism Development and Sustainability Issues in Central and South-Eastern Europe. 
Tourism Management 19(5): 423-431. 
Hall, D. 2004. Tourism and Transition-Governance, Transformation and Development. Cromwell 
Press. 
Hofer, M., Peeters, F., Aeschbach-Hertigm, W., Brennwald, M., Holocher, J., Livingstone, D. M., 
Romanovski, V. and Kipfer, R. 2002. Rapid Deep-Water enewal in Lake Issyk-Kul Kyrgyzstan 
Indicated by Trancient Tracers. Limnology and Oceanography 47(4): 1210-1216. 
Denisov, P. (Денисов, П.) 1950. Курортные ресурсы Кыргызской ССР(Kurortnye resursy 




СССР(Kir.FAN SSSR).  
Djandjugazova, E. (Джанджугазова, Е.) 2010. Дачная культура или национальные особенности 
отдыха (Dachnaya kultura ili natsionalnye osobennosti otdyha). Современные проблемы 
сервиса и туризма (Sovremennye problemy servisa i turizma)2: 1-5. 
Doljenko, G. (Долженко, Г.) 1988. История туризма в дореволюционной России и СССР 
(Istoriya turizma v dorevolyutsionnoi Rossii). Монография(Monografiya). издательство 
Ростовского Университета(Izdatelstvo Rostovskogo Universiteta). 
Doljenko, G. (Долженко, Г.) and Savenkova, L. (Савенкова, Л.) 2011. Эволюция содержания 
дефиниции туризм как отражение социальных перемен в России (Evolyutsiya soderjaniya 
definitsii turizm kak otrajenie sotsialnyh peremen v Rossii). Форум (Forum) 2: 15-21. 
Eckford, P. 1997. International Tourism Potential in Issyk-Kul Oblast the Kyrgyz Republic: Report 
and Analysis. Madrid: WTO. 
Fitzpatrick, S. 1992. The lady Macbeth Affair: Shostakovich and the Soviet Puritans, in The Cultural 
Front: Power and Culture in Revolutionary Russia. Ithaca: Cornell University Press. 
Jaakson, R. 1996. Tourism in Transition in Post-Soviet Estonia. Annals of Tourism Research 23(3): 
617-634. 
Jyrgalbekov, T. (Жыргалбеков, Т.) 1995. История развития туризма в Кыргызстане в 50 е 
годы 19века -80е годы 20века(Istoriya razvitiya turizma v Kyrgyzstane v 50e gody 19veka-80e 
gody 20veka) 
Zaslavskaya, T. (Заславская, Т.) 1995. Социальная структура современного российского 
общества (Sotsialnaya struktura sovremennogo rossiyskogo obshestva). Экономические и 
социальные перемены (Ekonomicheskie i sotsialnye peremeny): Мониторинг общественного 
мнения(Motinoring obshestvennogo mneniya). 6: 7-13. 
Kantarci, K. 2006. Perceptions of Central Asia Travel Conditions: Kyrgyzstan, Kazakstan, 
Uzbekistan and Turkmenistan. Journal of Hospitality and Leisure Marketing 15（2）: 55-71. 
Kantarci, K. 2007a. Perceptions of Foreign Investors on the Toursim Market in Central Asia 
Including Kyrgyzstan, Kazakstan, Uzbekistan and Turkmenistan. Tourism Management 28: 
820-829. 
Kantarci, K. 2007b. The Image of Central Asia Coutries: Kyrgyzstan, Kazakhstan, Uzbekistan and 
Turkmenistan. Tourism Analysis 12: 307-318. 
Kantarci, K., Uysal, M. and Magnini, V. 2015. Tourism in Central Asia-Cultural Potential and 
Challenges. Apple Academic Press. 
Karasaev, H. (Карасаев, X.) 1998. Накыл создор(Nakyl sozdor). Бишкек(Bishkek). 
Kvartalnov, V. (Квартальнов, В.) 2002. Туризм(Turizm). М.: Финансы и статистика(Finansy i 
statistika). 




Comparative Studies in Society and History University of Illinois at Urbana-Champaign 51(2): 
401-425. 
Koroteeva, V. and Makarova, E. 1998. The Assertion of Uzbek National Identity: Nativization or 
State-Building Process? in Tourak Atabaki and John O`Kane, eds. Post-Soviet Central Asia, 
London: The Academic Publishers. 
Kozlov, I. (Козлов, И.) 1983. Петр Петрович Семенов-Тян-Шанский: пособие для 
учащихся(Pyotr Petrovich Semyonov Tyan-Shanskiy). Просвещение(Prosveshenie). 
Kozlov, I. (Козлов, И.) 1973. Здравницы профсоюзов СССР: курорты, санатории, пансионаты, 
дома отдыха(Zdravnitsy profsoyuzov SSSR: kurorty, sanatorii, pansionaty, doma otdyha). 
Kozlov, I. (Козлов, И. ) 1986. Здравницы профсоюзов СССР: курорты, санатории, 
пансионаты, дома отдыха(Zdravnitsy profsoyuzov SSSR). Профиздат(Profizdat). 
Kosmarskaya, N. (Космарская, Н.) 2006. Дети Империи в постсоветской Центральной Азии: 
адаптивные практики и ментальные сдвиги : русские в Киргизии, 1992-2002(Deti Imperii v 
postsovetskoi Tsentralnoi Azii: adaptivnye praktiki i mentalnye sdvigi). Москва(Moskva), 
Наталис Пресс (Natalis Press). 
Кэнкюся Русско-японский словарь.（研究社露和辞典）1988. Кэнкюся. 
Levin, E. (Левин, Е.) 1959. Советский ежегодник (Sovetskiy ejegodnik)． 
Light, D.  2000. Gazing on Communism: Heritage Tourism and Post-Communist Identities in 
Germany, Hungary and Romania. Tourism Geographies 2(2): 157-176. 
Lysikova, O. (Лысикова, О.) 2012. Социальные изменения культурных практик 
отечественного туризма в условиях глобализации (Sotsialnye izmeneniya kulturnyh praktik 
otechestvennogo turizma v usloviyah globalistazii). 
Malgin, A. (Мальгин, А.) 2006. Русская Ривьера-курорты, туризм и отдых в Крыму в эпоху 
Империи, конец XVIII-начало XX в. (Russkaya Rivyera-kurorty, turizm i otdyh v Krymu v 
epohu Imperii, konets XVIII-nachalo XX в. ) СОНАТ(SONAT). 
McReynolds, L. 2006. Turizm under Capitalism. The Russian and East European Tourist under 
Capitalism and Socialism. Ithnaca and London: Cornell University Press. 
Mironenko, N. (Мироненко, Н.) and Tverdohlebov, I. (Твердохлебов, И.) 1981. Рекреационная 
география (Rekreatsionnaya Geografiya). Москва(Moskva). Издательство Московского 
Университета (Izdatelstvo Moskovskogo Universiteta). 
Murovin, S. and Zimin, I. (Mуровин, C.Зимин, И.) 2017. Двор российских императоров(Dvor 
rossiyskih imperatorov). Энциклопедия жизни и быта(Entsiklopediya jizni i byta). 
Профиздат(Profizdat). 
Musabaeva, A. 2012. 20 Years of Democratic Development in Kyrgyzstan: Internal and External 
Perspectives. Bishkek Liberal Club. 




(Tyan-Shan-putevoditel -Kazakstan, Kirgiziya). Физкультура и туризм (Fizkultura i turizm). 
Namatov, Z. (Наматов, З.) 2016. Особенности процесса приватизации в Кыргызской 
Республике(Osobennosti protsessa privatizatsii v Kyrgzyskoi Respublike). Бишкек.Вестник 
КРСУю Т16-2. https://www.krsu.edu.kg/vestnik/2016/v2/a17.pdf 
Nikulshin, N. (Никульши, Н.) 1965. Физическая культура, спорт и туризм- сборник 
руководящих материалов ВЦСПС(Fizicheskaya kultura, sport i turizmm- sbornik 
rukovodyashih materialov VTSSPS). Профиздат(Profizdat). 
Novoselov, N. (Новоселов, Н. ) 1961. О превращении труда в первую жизненную 
потребность(O prevrashenii truda v pervuyu jiznennuyu potrebnost). Изд-во ВПШ и АОН 
при ЦК КПСС(Izdatelsvo VPSH i AON pri TSK KPSS). 
Нормативные акты Кыргызской республики(Normativnye akty Kyrgyzskoi Respubliki) 2002. O 
реализации объектов курортно-рекреационного хозяйства и государственных пакетов 
акций акционерных обществ, зарезервированных до особого решения правительства 
Кыргызской Республики(O realizatsii obyektov kurortno-rekreatsionnogo hozyaistva i 
gosudarstvennyh paketov aktsiy aktsionernyh obshestv, zarezervirovannyh do osobogo resheniya 
pravitelstva Kyrgyzskoi Respubliki). 
Osokina, E. (Осокина, Е.) 1999. За фасадом сталинского изобилия. Распределение и рынок в 
снабжении населения в годы индустриализации 1927-1941(Za fasadom stalinskogo izobiliya. 
Raspredelenie i rynok v snabjenii naseleniya v gody industrializatsii 1927-1941). 
Москва(Moskva). РОССНЕП(ROSSNEP). 
Palmer, J. 2006. Economic Transition and the Struggle for Local Control in Ecotourism 
Development: The Case of Kyrgyzstan. Journal of Ecotourism 5(1-2): 40-61. 
Palmer, J. 2007. Ethnic Equality, National Identity and Selected Cultural Representation in Tourism 
Promotion: Kyrgyzstan, Central Asia. Journal of Sustainable Tourism 15(6): 645-662. 
Palmer, J. 2009. Kyrgyz tourism at Lake Issyk-Kul: Legacies of Pre-Communist and Soviet Regimes. 
In Domestic Tourism in Asia: Diversity and Divergence, ed. Singh, S., 188. London: Earthscan. 
Pantin, V. and Lapkin, V. (Пантин, В. и Лапкин, В.) 1999. Ценностные ориентации россиян в 
90-е годы (Tsennostnye orientatsii rossiyan v 90-e gody) Pro et contra. T. 4, 2. 
Petrosyants, A. (Петросянц, А.) 1926. Курортное дело в Средней Азии(Kurortnoe delo v Srednei 
Azii), Кирг. Курорт. Упр (Kirg.Kurot.Upr). 
Petrov, V. (Петров, В.) 2008. Фрунзе советский(Frunze sovetskiy), 1926-1991. Бишкек(Bishkek). 
Литературный Кыргызстан(Literaturnyi Kyrgyzstan). 
Plotnikov, B. and Prokopenko, N. (Плотников Б. и Прокопенко Н.) 1937. Курорты 
Киргизии(Kurorty Kirgizii). Кирг. Курорт. Упр (Kirg.Kurort.Upr.). 
Preobrajenskiy, V. and Krivosheev, V. (Преображенский, B. и Кривошеев, В.) 1980. География 





Putrik, Y. (Путрик, Ю.) 2014. История туризма(Istoriya turizma). Москва(Moskva). 
Rihter, Z. (Рихтер, З.) 1930. Азиатская швейцария: по киргизским кочевьям(Aziatskaya 
shveitsariya). Библиотека пролетарского туриста(Biblioteka proletarskogo turista). 
Физкльтура и туризм (Fizkultura i turizm). 
Rossyiskiy, D. (Российский, Д.) 1923. Минеральные воды, лечебные грязи и морские купанья в 
СССР и за границей с указанием их врачебного применения(Mineralnye vody, lechebnye 
gryazi i morskie kupanya v SSSR i za granitsei s ukazaniem ih vrachebnogo primeneniya). Гос. 
Изд (Gos.Izd.). 
Rychkov, N. (Рычков, Н.) 1772. Дневные записки путешествия в Киргиз-Кайсацкую степь в 
1771 г (Dnevnye zapiski puteshestviya v Kirgiz-Kaisatsskuyu step v 1771g.). СПб(SPb). 
Samsonenko, T. (Самсоненко, Т.) 2000. История создания Сочи-Мацестинского всесоюзного 
курорта(Istoriya sozdaniya Sochi-Matsestinskogo vsesoyuznogo kurorta). Краснодар 
(Krasnodar). 
Schofield, P. 2004. Positioning the Tourism Product of an Emerging Industry; Image, Resources and 
Politics in Kyrgyzstan. In Tourism and Transition-Governance, Transformation and 
Developmnet: 105-118. 
Schofield, P. and Maccarone-Eaglen, A. 2011. Nation in Transition: Tourism and National Identity in 
the Kyrgyz Republic. In Tourism and National Identeties: An International Prespective, ed. Frew, 
E. and White, L., 105-120. London: Routledge. 
Sovetskaya Kirgiziya．1936（4）15． 
Svininnikov, V. (Свиниников, В.) 1985. Социализм и свободное время-право на отдых, 
Советский образ жизни - основные черты, содержание, преимущества (Sotsializm i 
svobodnoe vremya-pravo na otdyh, Sovetskiy obraz jizni-osnovnye cherty, soderjanie, 
preimushestva). Высшая школа(Vysshaya shkola). 
Starr, F. 2006. Central Asia in the Global Economy. Retrieved from 
http;/www.adb.org/Documents/Events/2004/Ca-Global-Economy/CentraAsia.pdf 
Sudnikov A. (Судников, А.) 1941. Курорты Киргизии в статистическом обзоре за 2 
пятилетку (Kurorty Kirgizii v statisticheskom obzore za 2pyatiletku), Кирг. Курорт. Упр 
(Kirg.Kurort.Upr.). 
Tolstoi, A. (Толстой, А.)  1920. Хождение по мукам (Hojdenie po mukam). 
Tarunov, A. (Тарунов, А.) 2003. Кавказские минеральные воды: к 200-летнему юбилею, 
1803-2003(Kavkazskie mineralnye vody: k 200-letnemu yubileyu, 1803-2003). 
Научно-информационный издательский центр(Nauchno-informatsionnyi izdatelskiy tsentr). 
Thompson, K. 2004. Post-colonial Politics and Resurgent Heritage: The Development of 




Urry, J. 1990. The Tourist Gaze. Leisure and Travel in Contemporary Societies. Sage publications. 
Usyskin, G. (Усыскин, Г.) 2000. Очерки истории российского туризма(Ocherki istorii 
rossiyskogo turizma). СПб(SPb): Герда(Gerda). 
 
電子アクセス 
Elyutin,O.(Елютин О.)2014. Дача -символ жизни нашей.  
 https://www.nkj.ru/archive/articles/24074/. 2017 年 9 月 13 日アクセス 
Национальный статистический комитет Кыргызской Республики キルギス統計局 1991-2016







































全ソ連プロレタリア観光エクスカーション協会（Vsesoyuznoe Obshestvo Proletarskogo 





























































が対象）よび学校の生徒（7 歳から 15 歳まで）のための教育施設およびレクリエーショ
ン施設 であり，ソ連内各国の湖畔や黒海等の自然豊かな場所に設置され，夏季休暇 3
























































































世話になりました．また，修士課程から立教大学の Teaching Assistant を担当させていた



















 次に，観光学研究科の先輩たち Bee Ozawa 氏や後輩の鍋倉咲希氏，木村竜也氏，石野隆
美氏，Ipey Nkalolang 氏，Ratu Millie 氏，張氏に研究や発表などの時にたくさんのご助言
を頂きました．心より感謝と御礼を申し上げます．また，杜研究室にて研究に対してご指










 また，修士課程の時から親友となった Nirmala Ranashinge 氏に，心より感謝と御礼を
申し上げます．同じく日本で留学生活を送る彼女は私の妹のような存在になり，良い時で
も悪い時でも傍にいてくれて一生懸命支えてくれました．本当にありがとうございました． 









家族，大阪の若月様ご家族，Tony 高橋様，信田様ご家族，在日キルギス協会会長 Asel 
Nazarmanbetova氏，京都大学留学生Sanjar Sadyrov氏に暖かく見守っていただきました．
本当にどうもありがとうございました． 








スでインタビュー調査にご協力いただきました元 JICA 医師の Jyldyz SADYROVA 氏に
感謝を申し上げます．彼女は姉のような存在で現地調査のご協力のほかに，私の留学生活
を心配してご助言をたくさん送ってくださいました．また，現地調査時にご協力・ご支援
してくださった彼女の夫 Kalinur SADYROV 氏と彼のお兄さんの Oktiabrin SADYROV 
氏，JICA プロジェクトスタッフの Sanjar SULTANKULOV 氏，Turusbek ANDABEKOV 
氏，Orozobek TUGOLBAEV 氏の皆様のご支援に心より感謝と御礼を申し上げます．ほか
に，2016 年 4 月～2017 年 9 月の間の休学期間中に仕事をさせていただいた Central Asian 















 最後に，10 年間の留学生活の心の支えとなってくれた父の Kubatbek AKMATBEKOV 




 そして，留学生活の最後の 1 年半はキルギスに残った私のかわいい子供である娘







には経済的・精神的に支えてくれた兄 Azamat AKMATBEKOV とそのご家族，姉 Aizat 
AKMATBEKOVA とそのご家族，Kairat AKMATBEKOV とそのご家族，親せきや友人た
ちに感謝したいです．これからキルギスに戻り，より一層頑張って少しでも皆様に恩返し
することを誓います． 
 また，本論文は私を天国で見守って下さった大好きな二人のおじいちゃん Akmatbek 
TURSUNOV 氏 と Isash JUMAEV 氏 ， 二 人 の お ば あ ち ゃ ん た ち Satarbyby 
TURSUNOVA 氏 と Batmabyby ESENALIEVA 氏，大好きなお 兄さ ん Radbek 
AKMATBEKOV 氏に捧げます． 
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